
 

製品・技術名	 ビオミセルＢＮ－１０５（新構造の樹脂練込み型帯電防止剤）	

提案名	 既存帯電防止剤の欠点を無くした高性能製品	

製品・技術の説明（従来技術との比較等）	

	

	

１）世界初の分子化合物型帯電防止剤であり、樹脂セグメント中にメチレン基（－ＣＨ２－）が有れば

樹脂との親和性が確保され、多種類の樹脂への性能付与が可能。  
	 ２）マトリックス内部に於いて、分子化合物が電荷移動遷移して瞬時にイオン対型構造に転換し電荷

を消去する。  
３）プラスチックス製品の表面と内部で、同時に電荷漏洩性能を発揮できる性能が有り、これへの別

種接触樹脂も帯電防止表面をつくる。	 	

《	 既存の２種製品	 》	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 《	 「ビオミセルＢＮ－１０５」の製品	》  
界面活性剤型	 の欠点  
＊ブリード現象が有り製品表面がベト付く  

＊印刷特性が不良  

＊帯電防止性能に寿命が有る  

＊高温での加工が不可（２３０℃以下） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分子化合物型	 の利点  
＊ブリード現象が無くベタ付き無し  

＊印刷特性は良好（表面湧出物無し）  

＊性能に劣化無く、永久帯電防止付与可能  

＊必要添加量が非常に少ない（約０ .０５～３％程度）  

＊添加量が少ない為、製品価格の影響が少ない  

＊加工温度が、３５０℃でも可能  

★	 基本的な相違	  
従来品とは根本的に違う、分子化合物化に視点

を移し、樹脂セグメントとの親和力を察知し、

有効に作用する化合物を発明したことが大いに

特許性が有ると認められた品です。  

 
高分子型	 の欠点  
＊添加必要量が多量（１０％～２０％）  

＊多量添加による、製品物性に難を生ずる  

＊原体自身が高価格製品  

＊加工温度に限界が有る（３００℃未満） 

	 	 粉体荷姿（１５ｋｇ） 固型荷姿（１６ｋｇ）  
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